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 6月20日（日）父の日イベ

ントとして、丘珠空港の就航

先である函館（空路40分）の

産直市（11：30～）をはじめ、

空港職員によるマリンバロ

ビーコンサート（12：40～）、

更には父子限定20組40名に

よる格納庫見学（応募期間は

終了）等が予定されていま

す。その後は、7月25日頃の 

予定で新たな企画を計画中

です。 

 また、空港ビルでは6月か

ら空港施設を結婚式スペー

スとして貸し出す「空港ウェ

ディング」を始めました。お

問い合わせは下記まで。 

祝！札幌丘珠空港ビル20周年 

◆来場者600人 各イベントも大盛況 

親子ペア20組が参加した格納庫見学の様子 

 当日は、日本絵手紙協会公

認講師の加藤幸道氏による、

絵手紙教室が行われ、初めて

絵手紙に挑戦された参加者

も楽しそうに絵手紙作りを

体験しました。丘珠空港の就

航先である根室中標津・網走

地方の産直市では、水産加工

品や乳製品が販売され大勢

の人で賑わいました。 

午後からは、クラシックギ

ター奏者の竹形 貴之氏によ 

◆次回のイベントは6月20日の産直市（函館直送） 

るロビーコンサートが行わ

れ、ギター1本とは思えないほ

どの音色で、観客を魅了しま

した。空港職員による紙芝居

等を使用した航空教室では、

「飛行機はなぜ飛ぶの？」等、

航空に関する解説が行われ、

参加した子供たちから、たく

さんの 質問が 飛び交いまし 

た。 

 北海道航空㈱の格納庫見

学も実施され、セスナ機やヘ

リコプターを目の前に、現役

パイロットからの説明や記

念撮影等が行われる中、間近

にみるセスナ機やヘリコプ

ターの大きさに大変驚いて

いました。 

産直市もたくさんの人で賑わいました 

７月 からダイヤが変 わります 

◆ＡＮＡ撤退により、便数は大幅減。ＨＡＣは増便 

 ７月よりＡＮＡ路線が新千歳空港に移転し、丘珠発

着路線は36便から14便に減便になります。ＨＡＣ便の
ダイヤは右の表のとおりになります。今後ともよろし

くお願いします。 

７月の丘珠発着便（ＨＡＣ）

０８：３０発 １０：３０着

１０：２０発 １２：４５着

１３：１０発 １６：５５着

１７：１０発 １８：５５着

１１：００発 ０９：５５着

１６：１５発 １５：５０着

１７：２５発 １６：４５着

丘珠⇔函館（４往復）

丘珠⇔釧路（３往復）

 札幌丘珠空港ビル㈱が平成2年5月23日に創立されてか

ら20周年を迎えたことから、記念イベントとして、同タ
ーミナルビルで、産直市や格納庫見学等のイベントが開

催され、約600人の来場者があり、大盛況でした。 

イベント等のお問い合わせ 
 札幌丘珠空港ビル㈱ 
℡011-785-7871 



 

 

 

さっぽろ市 
05-Ｆ00-10-360 
22-5-109 

調査特別委員会の状況 

◆5月26日に市議会の委員会が開催されました 

 札幌市議会の北海道新幹線・丘珠空港調査特別委員

会が5月26日開かれ、北海道エアシステム(ＨＡＣ)への

支援などについて議論が行われました。 

市役所１階ロビーでパネル展 
◆お近くへお越しの際は是非お立ち寄り下さい 

 ６月２１日（月）～２３日（水）の３日間、札幌市

役所の１階ロビーにおいて「丘珠空港パネル展」を開
催します。 

 丘珠空港が近くて便利な

空港であることをアピール

し、丘珠空港をもっと多く

の方々に利用していただく

ために、市役所１階ロビー

において「丘珠空港パネル 

展」を開催いたします。 

パネル展示の他に、丘珠

空港に関するクイズや景品

もご用意していますので、

是非お立ち寄りください。 

 

編集後記 
 ４月に着任しまして2ヶ
月が経ちました。少しずつ
仕事も覚えてきた中、今回
は丘珠空港ニュースを発行
しました。今後も様々な情
報を提供していきたいと思
いますので、よろしくお願
いします。（担当：鈴木） 

5月26日　北海道新幹線・丘珠空港調査特別委員会での審議の概要
○ 　ＨＡＣへの出資要請があった場合の対応について

● 　道内航空ネットワークや丘珠空港を取り巻く状況というのは大きく変化してきているところであります。出
資も含めましたＨＡＣへの財政支援につきましては、こうした丘珠空港の役割や位置づけ、その中での札幌市
と北海道のあるべき役割分担といったものを踏まえながら、ＨＡＣの経営状況や今後の運営体制、ＨＡＣ路線
が丘珠空港に集約されるかどうかなどを伺ったうえで慎重な判断が必要と考えており、今後、北海道としっか
りした協議をしていきたいと考えております。

○ 　ジェット化および滑走路の延長について

● 　丘珠空港につきましては、平成８年に国の理解が得られず2000ｍへの滑走路延長を断念し、プロペラ機を前
提として路線の存続を図るために住民の方との数次にわたる真剣な議論を行い、現在の1500mという滑走路と
したものであります。
　そのような経緯を踏まえまして、丘珠空港の路線の維持については、現在の1500ｍの滑走路という条件の中
で対応を検討していくものでございまして、現段階ではＨＡＣ路線の維持・発展に全力を傾注していきたいと
考えております。

○ 　今後の丘珠空港の利用促進の取組みについて

● 　丘珠空港の利用促進に向けましては、庁内関係部署連携のもと、昨年10月に丘珠空港路線の利用促進を考え
る懇談会から頂いた提言について、可能なものから１つ１つ取り組んでいきます。また、国や北海道などの関
係機関とも連携・協力をしながら、更なる利用促進を検討してまいりたいと考えております。

○ 　道内航空ネットワークに関する道の役割について

● 　道内航空ネットワークの維持につきましては、これまでも北海道が中心となり総合的な視点で進めてきたと
ころであり、今後につきましても北海道が中心的な役割を担うことに変わりはないと考えております。

○ 　ＨＡＣ支援についての今後の政策決定のプロセスについて

● 　ＨＡＣへの財政的な支援につきましては、十分検討のうえ判断が必要なものでございますので、これまでど
おり、市議会でのご議論をいただきますとともに、適宜市民への情報提供を行って参りたいと考えておりま
す。


